
2018年 2月 2日  

日本観光学会中部支部長  赤壁弘康  

  

日本観光学会中部支部大会のご案内（第二報） 

（南山大学経営研究センター、愛知大学経営学会ワークショップ共催） 

  

下記の要領で 2017年度日本観光学会中部支部大会を開催いたします。3月 17日の研究報告

会は南山大学経営研究センター「観光経済経営学」ワークショップ、3月 18日は愛知大学経営

学会主催ワークショップとの共催になります。支部会員の皆様はもとより、ご関心をお持ちの

方にお声がけいただき、ぜひご参加下さい。  

  

記 

  

日時： 2018年 3月 17日（土）12:50－18:00、 3月 18日(日) 9:30－13:00     

場所： 2018年 3月 17日 南山大学 名古屋キャンパス Ｊ棟 5階 J55室 

  2018年 3月 18日 愛知大学 名古屋校舎、本館 20階会議室 

 

【日本観光学会中部支部総会】3月 17日（土）12:50～13:20  

 

【研究報告会】3月 17日（土）13:30－17:30（南山大学経営研究センター「観光経済経営学」

ワークショップ共催） 

① 13:30～14:00 論  題：地方港へのクルーズ客船の寄港の経済的効果（仮題） 

 報告者：水野英雄*（椙山女学園大学現代マネジメント学部）・岡良浩(四日市大学経済学部）・

鶴田利恵(四日市大学総合政策学部)・別府孝文(三重銀総研調査部)・畑中純一

(三重銀総研調査部)・平野宜行(JTB中部本社営業部)  

 討論者：麻生憲一**（立教大学観光学部） 

 

② 14:05～14:35 論  題：長崎観光における軍艦島とは―錯綜する"まなざし"の行方― 

報告者：深見 聡（長崎大学環境科学部） 

討論者：天野景太**（大阪市立大学文学部） 

 

③ 14:40～15:10 論  題：遺跡展示施設の最適立地についての定性的考察―他方の遺跡訪問者

を取り込む場合 

報告者：江口善章**（兵庫県立大学環境人間学部） 

討論者：神頭広好*（愛知大学経営学部） 

 

④ 15:15～15:45 論  題：観光客数と社会資本の関係について-離島データを用いた分析- 

報告者：功刀祐之（早稲田大学政治経済学術院） 

討論者：竹内啓仁*（知多市役所・愛知大学経営総合科学研究所） 

 

⑤ 15:50～16:20 論  題：新規観光都市市場開拓のための質問紙調査 に向けての試論 （仮） 

 報告者：加藤淳一（久留米大学商学部） 

 討論者：新納克広**（奈良県立大学地域創造学部） 

 

⑥ 16:25～16:55 論 題：駅勢力圏とレジャー圏 



 報告者：竹内啓仁*（知多市役所・愛知大学経営総合研究所）・神頭広好（愛知大学経営学部） 

 討論者：南川和充*（南山大学経営学部） 

 

⑦ 17:00～17:30 論 題：応用一般均衡モデルを用いた観光の経済効果計測に関する一考察 

 報告者：長原徹（芝浦工業大学工学部） 

 討論者：赤壁弘康*（南山大学経営学部） 

 

 【研究報告会】3月 18日(日) 9:30－13:00（愛知大学経営学会主催ワークショップ） 

① 9:30～10:00 論 題：6次産業化の経済的メリットについて（仮題） 

報告者：赤壁弘康*（南山大学経営学部） 

討論者：功刀祐之（早稲田大学政治経済学術院） 

 

② 10:00～10:30 論 題：リニア中央新幹線沿線地域の活性化 

報告者：猿爪雅治* (愛知大学経営総合科学研究所) 

 討論者：新納克広**（奈良県立大学地域創造学部） 

 

③ 10:30～11:00論 題：子育て世帯の時空間制約と実行動 

報告者：有賀敏典**（国立環境研究所） 

 討論者：高橋大輔*（東三河地域研究センター） 

 

④ 11:00～11:30 論 題：再生可能地熱エネルギーを活用した「まちづくり」構想―熊本県小国町 

わいた温泉郷― 

報告者：新田時也**（東海大学熊本キャンパス現代教養センター）  

 討論者：加藤淳一（久留米大学商学部） 

 

⑤ 11:30～12:00 論 題：訪日外国人旅行客増加の要因 

報告者：加藤好雄**（福知山公立大学地域経営学部） 

討論者：江口善章**（兵庫県立大学環境人間学部） 

 

⑥ 12:00～12:30 論 題：都市探索型ゲームの諸類型 

報告者：天野景太**（大阪市立大学大学院文学研究科） 

 討論者：新田時也**（東海大学熊本キャンパス現代教養センター） 

 

⑦ 12:30～13:00 論 題：土産品小売りに関する予備的考察 

報告者：津田康英**（奈良県立大学地域創造学部） 

討論者：南川和充*（南山大学経営学部） 

 

備考：*日本観光学会中部支部会員、**日本観光学会会員（平成28年度版による） 

 

以上 


